
「 み ん な が 輝 く 羽 村 二 中 」 

 

「楽しく、力が付く授業」とは  

   校 長  清水 大史  

初夏を感じる季節となりました。５月は多くの行事がありました。生徒たちは体調に気を配りながら、

元気に学習や活動に励みました。各行事については、学年だよりも御覧ください。５月の全校朝礼で、 

生徒に伝えたメッセージを紹介いたします。生徒の皆さんは、振り返りの機会にしてください。 

「全校朝礼の話」より 

今日の朝礼の目標は「楽しく、力が付く授業について考える」です。学校のほとんどの時間

は授業です。授業を楽しくするかどうかは、自分しだいだと思います。私の考える方法を３つ

話しますので、皆さんも一緒に考えてみてください。 

①  自分の考えをもち、自分で目標を立てて挑戦する。 

授業では、先生から授業の目標が提示され、それに沿って学習内容が進み、最後に目標が達 

成できたかを振り返ります。もちろん、これで力は付いていきます。しかし、もっと楽しく、 

もっと力を付けるためには、自分で決めることが重要です。先生からの目標を踏まえて、自分 

の目標を立ててみましょう。自分で決めて挑戦すると、やる気も興味も湧いてきます。 

② 素直な考えを伝え合い、聞き合い、認め合う。 

授業では、２人組でのペアワーク、班でのグループワークなど、対話する活動があります。 

 対話する活動では、自分の考えを広げるために、様々な意見に触れることが重要となります。 

間違いもヒントになることがあります。素直な考えを伝え合い、否定しないで聞き合う。この 

認め合いが、正解や真実に近づく鍵となります。認め合う対話は、楽しい気持ちになります。 

③ 自分の考えを深め、目標達成できたか振り返る。 

授業では、まとめや振り返りの時間があります。対話によって広げた考えを様々な角度から

分析して、もう一度じっくり考えてみることが重要です。最初と最後の自分の考えを比べてみ

ると、授業の成果が見えてきます。また、自分で決めた目標があると、振り返りが具体的にな

り、より力が付いていくでしょう。自分で決めた目標の達成は、楽しさを実感できます。 

今日は「楽しく、力が付く授業」について話をしました。自分なりに考えることができまし

たか。道徳を始め、普段の授業で試してくれたら嬉しいです。この方法を実践すると、主体性

が身に付いていくと思います。主体性は、人生を楽しく豊かにするために、重要な力となりま

す。みんなで主体性を育て「みんなが輝く羽村二中」を創っていきましょう。 

  清 風  
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 学校公開  

 ５月１０日（土）学校公開日では、約３００名の保護者

に来ていただきました。今年度最初の学校公開日で、特に

１年生の保護者が多かったです。保護者の感想を一部抜粋

して紹介させていただきます。また、この日は生徒総会で

その様子も見ていただきました。お昼にはPTA主催による標

準服のリユース会（夏開催は初）を開催し、延べ６６名の

保護者が利用してくれました。さらに午後からコミュニテ

ィスクール委員会を行い、今年度の活動内容を話し合いま

した。保護者を始め、多くの方が学校の教育活動に関わっ

ていただいています。そういったことに感謝して本年度も

生徒の成長のために尽力してまいります。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

【 学校公開 保護者感想（一部抜粋）】 

・生徒が主体的に授業に取り組んでいたので好感がもてた。 

・生徒たちが自分の考えをきちんとまとめて発表していた 

 ので素晴らしかった。 

・のびのびと行っていてよかったと思う。 

・基本、授業での会話や質問など英語でされていたことに 

びっくりしました。慣れるには良い環境だと思います。自分も勉強になりました。 

・タブレットのある授業が普通なんだなと感じました。子供も使いこなしている様子で先生の 

サポートもわかりやすかったです。 

・細胞についての授業で興味深い内容でした。知らなかった世界へ子供たちも知れる内容で良か

ったです。教室で拡大して細胞を見る道具が簡単なものになっていて、時代の変化を感じまし

た。保護者にも用意してくださりありがとうございました。 

 

 二中校区小中一貫教育 全体会、分科会  

５月７日（水）小中一貫教育の全体会を実施しました。二中校

区小学校の先生方に、二中の授業の様子や生徒の成長を見てもら

いました。その後、全体会と分科会を行い、今年度の取組内容を

話し合いました。小学校の先生からは「生徒の成長を見ることが

できて大変意義があった」などの感想がありました。今年度の小

中一貫教育の目標や方向を確認する価値ある時間となりました。 

 不登校巡回教員  

 今年度から、羽村市立中学校に不登校生徒を対応する教員が配置されました。所属は一中で、

お名前は、柴原 達也 先生(英語科)です。二中には毎週木曜日に勤務します。５月２２日（木）

より二中では勤務が始まりました。ステップルームに通う生徒や登校するのが困難な生徒に対し

て、学年や学級の先生、保護者と協力していきます。どうぞよろしくお願いします。 

二中ブログ…https://hamuradai2.blogspot.com/ 


